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講
演
要
旨『

発
心
集
』
の
文
学
的
達
成
と
現
代
的
意
義

�
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授　
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鴨
長
明
（
蓮
胤
）
編
『
発
心
集
』
は
、
今
日
一
般
の
読
書
人
に
広
く
読
ま
れ
る
に
足
る
〈
古
典
文
学
〉
の
名
に
値
す
る
の
か
。

そ
の
文
学
性
の
評
価
に
関
し
て
、
今
一
度
現
代
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
書
中
随
所
に
窺
わ
れ
る
脱
俗
・
隠
遁
・
執
心
忌
避

の
観
念
は
、
時
代
の
思
潮
を
よ
く
体
現
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
自
体
が
現
代
喫
緊
の
課
題
と
切
り
結
ぶ
と
は
言
え
ま
い
。
た
だ
、

書
名
の
示
唆
す
る
〈
心
〉
へ
の
注
視
は
、
人
間
認
識
の
問
題
と
し
て
時
代
を
超
え
た
普
遍
的
文
学
課
題
に
応
え
る
も
の
が
、
確
か

に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

概
し
て
『
発
心
集
』
は
、「
賢
キ
」
人
々
＝
讃
仰
す
べ
き
先
師
・
先
賢
に
つ
い
て
、〈
心
〉
の
う
ち
を
詳
述
し
よ
う
と
は
せ
ず
、

外
部
か
ら
際
や
か
な
言
動
を
描
く
こ
と
で
、
発
心
の
内
実
を
示
唆
す
る
方
法
を
採
る
。
他
方
、
風
前
の
草
・
浪
上
の
月
に
喩
え
ら

れ
る
、
乱
れ
や
す
き
〈
心
〉
を
抱
え
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
時
に
心
内
語
を
用
い
て
丁
寧
に
描
く
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
巻
第
五

第
三
話
や
巻
第
八
第
八
話
・
第
九
話
の
よ
う
な
、
悪
心
悪
報
話
な
ど
に
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
巻
第
四
第
十

話
の
ご
と
き
は
、
窮
女
へ
の
慈
悲
心
か
ら
潔
斎
を
破
り
、
神
罰
を
怖
れ
つ
つ
も
参
籠
を
続
け
る
小
心
翼
々
た
る
一
無
名
僧
の
〈
心
〉

の
動
き
が
細
や
か
に
た
ど
ら
れ
る
。
時
代
や
体
制
の
要
求
す
る
規
範
に
縛
ら
れ
つ
つ
、
そ
れ
で
も
個
人
は
自
己
の
良
心
に
基
づ
い

て
、
い
か
な
る
行
為
に
踏
み
切
る
こ
と
が
可
能
か
を
問
う
説
話
と
し
て
、
一
話
の
問
い
は
現
代
人
に
も
無
縁
な
も
の
で
は
な
い
。

　
『
発
心
集
』
は
、
往
生
伝
の
伝
統
を
承
け
つ
つ
も
漢
文
体
を
採
ら
ず
、
表
現
性
の
高
い
自
国
の
言
語
＝
和
文
を
採
用
し
た
。
編

者
長
明
は
人
生
の
多
く
を
歌
人
と
し
て
生
き
、
和
文
に
自
覚
的
で
（
無
名
抄
）
物
語
世
界
に
も
親
し
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

伝
記
的
事
実
の
示
す
と
こ
ろ
、
治
天
の
君
＝
後
鳥
羽
の
圏
域
を
離
脱
し
、
出
家
後
特
定
の
寺
院
・
宗
派
に
属
し
た
形
跡
も
な
い
。

い
わ
ば
王
法
か
ら
も
仏
法
か
ら
も
距
離
を
と
り
、
一
入
道
・
隠
者
と
し
て
生
き
た
の
が
晩
年
の
長
明
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
編
者
で

あ
っ
て
こ
そ
、『
発
心
集
』
は
当
代
通
有
の
時
代
思
潮
や
様
々
な
制
約
か
ら
、
比
較
的
自
由
に
説
話
の
再
話
が
可
能
と
な
っ
た
。

賢
愚
両
様
の
人
間
の
〈
心
〉
を
注
視
す
る
文
学
と
し
て
、『
発
心
集
』
は
古
典
文
学
の
名
に
値
す
る
と
考
え
る
。
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慈
円
と
い
う
迷
宮
―
思
惟
と
開
悟
の＜

間
宗
教
テ
ク
ス
ト＞

世
界
―

�

龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
名
古
屋
大
学
高
等
研
究
院
客
員
教
授　

阿
部　

泰
郎

　

慈
円
は
、
中
世
文
学
研
究
が
、
歴
史
や
宗
教
な
ど
諸
分
野
の
研
究
を
悉
く
綜
合
し
て
、
初
め
て
全
貌
が
捉
え
ら
れ
る
、
巨
大
な

存
在
か
つ
表
現
者
で
あ
っ
た
。
遺
さ
れ
た
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
知
の
巨
人
に
よ
る
迷
宮
と
喩
え
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
終
始
、
＂書

く
こ
と＂
に
つ
い
て
の
自
己
言
及
に
満
ち
て
お
り
、
絶
え
ざ
る
思
惟
と
自
問
自
答
に
よ
る
運
動
を
止
め
な
い
。
そ
れ
ら
の
背
後
に
は
、

彼
が
創
り
上
げ
た
幾
つ
も
の
宗
教
空
間
が
、
詠
歌
や
声
明
の
響
き
と
共
鳴
す
る
よ
う
に
展
が
っ
て
お
り
、
そ
の
文
化
的
記
憶
は
、

『
平
家
物
語
』
や
『
北
野
天
神
縁
起
』
絵
巻
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
い
ま
な
お
響
き
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

慈
円
に
よ
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
を
探
査
し
、
解
釈
す
る
こ
と
が
、『
六
道
釈
』
を
見
い
だ
し
て
以
降
、
一
貫
し
た
課
題
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
か
ら
阿
部
美
香
が
『
本
尊
釈
問
答
』
を
発
見
紹
介
し
た
の
を
契
機
と
し
て
急
速
に
進
展
し
、『
青

蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
を
手
が
か
り
に
、
既
に
多
賀
宗
隼
氏
や
三
崎
良
周
氏
に
よ
り
紹
介
―
公
刊
さ
れ
た
貴
重
な
聖
教
に

加
え
て
十
五
点
も
の
慈
円
著
作
聖
教
を
確
認
す
る
事
が
で
き
た
。
加
え
て
、
建
仁
三
年
の
『
夢
想
記
』
を
含
む
灌
頂
の
秘
事
口
伝

『
毘
逝
別
』
の
承
元
四
年
慈
円
自
筆
本
も
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
現
在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
龍
谷
大
学
に
よ
っ
て
吉
水
蔵

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
が
進
行
中
で
あ
る
。

　

こ
の
探
査
か
ら
、
慈
円
の
最
も
豊
穣
な
結
実
の
時
期
で
あ
っ
た
承
元
年
間
、
後
鳥
羽
院
の
為
に
、
独
創
的
な
密
教
修
法
『
三
種

悉
地
法
』
の
創
造
が
、『
厭
離
欣
求
百
首
』
詠
出
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
未
完
の
「
恋
五
十
番
自
歌
合
仮
名
序
」
と
云

う
べ
き
企
て
の
慈
円
歌
論
に
至
る
脈
絡
が
浮
か
び
あ
が
る
。
更
に
思
惟
を
重
ね
て
、
建
保
六
年
の
四
天
王
寺
に
赴
き
太
子
に
祈
る

日
記
で
も
あ
る
『
五
智
』
か
ら
、『
難
波
百
首
』
に
始
ま
る
法
楽
和
歌
の
奉
納
に
至
る
道
程
を
知
り
、
や
が
て
『
愚
管
抄
』
撰
述

に
及
ぶ
理
念
表
明
と
し
て
の
『
道
理
』
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
推
察
す
る
試
論
を
提
出
す
る
。
そ
れ
ら
の
慈
円
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
は
、

全
て
が
、
冥
の
仏
神
等
と
の
対
話
と
云
う
べ
き
交
信
、
交
流
、
交
渉
を
果
た
す
為
の
動
的
関
係
性
を
生
み
出
す
所
産
、
私
に
い
う

＜

間
宗
教
テ
ク
ス
ト＞

で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
た
い
。

　
（
本
講
演
の
為
に
編
集
す
る
慈
円
著
作
年
譜
を
含
む
資
料
集
は
、
会
場
に
来
場
さ
れ
た
方
に
配
布
し
ま
す
。）
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研
究
発
表
要
旨

鎌
倉
時
代
の
藤
原
秀
能
評
の
変
遷
と
背
景
―
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
か
ら
『
井
蛙
抄
』
へ
―

�

東
京
大
学
大
学
院
生　

村
瀬　

空

　

藤
原
秀
能
は
、
北
面
の
武
士
と
い
う
低
い
身
分
に
あ
り
な
が
ら
、
後
鳥
羽
院
の
庇
護
の
も
と
新
古
今
歌
壇
で
破
格
の
活
躍
を
し

た
歌
人
で
あ
る
。
院
の
寵
愛
ぶ
り
を
よ
そ
に
、
定
家
が
秀
能
を
「
無
下
の
歌
」
と
難
じ
た
と
い
う
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
の
逸
話

は
よ
く
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
後
代
の
『
井
蛙
抄
』
雑
談
篇
で
は
、
定
家
は
秀
能
に
つ
い
て
「
御
所
に
被
思
食
た
る
程
は
な
し
。

家
隆
卿
申
ほ
ど
、
無
下
の
歌
よ
み
に
は
あ
ら
ず
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
、
辛
辣
さ
は
弱
ま
っ
て
い
る
（
鎌
倉
時
代
後
期
、
二
条
為
藤

の
談
）。
こ
れ
は
、
定
家
を
祖
と
す
る
二
条
家
に
お
い
て
、
秀
能
の
評
価
が
上
昇
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。『
井
蛙
抄
』

は
他
に
も
、『
新
古
今
集
』
で
の
秀
能
の
一
七
首
入
集
を
先
規
と
し
て
、
二
条
為
世
撰
『
新
後
撰
集
』
で
は
津
守
国
助
が
一
七
首

も
の
入
集
を
果
た
し
た
こ
と
を
記
す
。
後
鳥
羽
院
の
秀
能
び
い
き
の
先
例
は
、
二
条
家
の
縁
戚
た
る
津
守
氏
優
遇
の
口
実
に
も
使

わ
れ
て
い
た
。
本
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
秀
能
の
扱
い
の
変
遷
と
そ
の
背
景
を
、
鎌
倉
時
代
の
歌
壇
史
の
特
質
に
留
意
し
つ
つ
考

察
す
る
。

　

そ
も
そ
も
新
古
今
時
代
当
時
、
秀
能
の
躍
進
は
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
し
い
（
明
月
記
等
）。
侍
身
分
か
つ

若
年
の
秀
能
の
活
躍
は
異
例
で
、
定
家
の
非
難
に
も
そ
う
し
た
事
情
を
勘
案
す
べ
き
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
鎌
倉
時
代
中
期
に
な
る

と
、
秀
能
の
評
価
が
次
第
に
上
昇
す
る
。
卑
官
の
秀
能
の
活
躍
が
院
歌
壇
の
公
平
性
の
証
と
さ
れ
（
八
雲
一
言
記
）、
秀
能
の
血

筋
が
重
代
歌
人
の
家
と
し
て
配
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
続
古
今
和
歌
集
撰
進
覚
書
）。
中
世
古
今
注
で
は
、
秀
能
が
武
家
歌
人

か
ら
仰
が
れ
た
形
跡
も
あ
る
（
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
）。
歌
人
層
の
拡
大
の
中
で
、
地
下
や
武
家
歌
人
の
優
れ
た
先
人
と
も
言

え
る
秀
能
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
歌
道
家
に
と
っ
て
も
得
策
で
な
い
選
択
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
時
の
和
歌
研
究
で
指

摘
さ
れ
る
、
定
家
と
後
鳥
羽
院
の
歌
観
の
対
立
を
矮
小
化
し
た
い
二
条
家
側
の
動
き
と
の
関
連
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
様
々

な
歌
壇
的
事
情
が
絡
み
あ
い
、
秀
能
の
評
価
が
高
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
能
評
の
変
遷
は
、
鎌
倉
時
代
の
和
歌
史
の
一
面

を
象
徴
す
る
の
で
あ
る
。
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『
竹
園
抄
』
の
「
追
加
」
を
め
ぐ
っ
て

�

帝
京
大
学　

梅
田　

径

　

藤
原
為
顕
が
為
家
か
ら
の
聞
書
に
よ
っ
た
と
さ
れ
る
『
竹
園
抄
』
は
、
二
条
冷
泉
の
両
流
に
連
な
ら
な
い
「
為
顕
流
」
と
呼
ば

れ
る
一
派
の
歌
学
書
で
あ
る
。
本
書
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
久
曾
神
昇
、
三
輪
正
胤
ら
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
鎌
倉
期
に
遡
る
伝

本
や
奥
書
か
ら
み
る
流
布
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
く
に
三
輪
は
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』
お
よ
び
『
歌
学
秘
伝
史
の
研
究
』

で
為
顕
流
を
は
じ
め
鎌
倉
時
代
の
末
流
歌
道
家
の
諸
相
を
論
じ
て
お
り
、『
竹
園
抄
』
の
伝
受
を
受
け
た
能
基
は
古
今
集
注
に
も

名
前
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
文
学
の
側
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
、
三
輪
の
論
で
は
為
実
に
よ
る
改
編
を
指

摘
す
る
も
の
の
、
多
く
の
伝
本
に
は
為
実
の
介
在
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
は
な
く
、
歌
道
家
に
よ
る
歌
学
書
と
し
て
都
で
広
く
長

く
受
容
さ
れ
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
伝
本
の
様
態
と
受
容
の
実
相
に
つ
い
て
は
、
再
考
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
発
表
で
は
、『
竹
園
抄
』
伝
本
の
再
検
討
を
行
い
、
成
立
で
は
な
く
受
容
の
側
か
ら
本
書
の
位
相
を
考
察
し
て
み
た
い
。
従

来
付
属
物
と
さ
れ
て
き
た
末
尾
の
「
追
加
」
に
注
目
す
る
。
追
加
を
も
つ
伝
本
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
書
陵
部
鷹
司
本
、

国
会
図
書
館
本
、
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
本
な
ど
は
「
五
音
次
第
」
を
も
ち
、
賀
茂
別
雷
神
社
本
、
書
陵
部
鷹
司
家
本
一
本
な
ど

に
は
、「
歌
道
之
秘
事
」
と
い
う
追
加
部
分
が
あ
る
。
他
の
伝
本
で
も
「
制
詞
」
や
抜
き
書
き
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
追

加
に
つ
い
て
は
類
似
の
章
が
見
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
異
同
も
著
し
く
、
随
時
加
筆
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
『
竹
園
抄
』
が
特
定
の
流
派
の
歌
学
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
よ
り
実
践
的
な
歌
学
書
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
五
音
次
第
」
は
連
歌
論
書
『
長
短
抄
』
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
明
確
で
あ
り
、
為
顕

流
の
歌
学
書
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。『
竹
園
抄
』
が
い
か
な
る
本
と
し
て
構
想
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
享
受
さ

れ
て
き
た
の
か
、
室
町
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
の
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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『
最
須
敬
重
絵
詞
』
に
お
け
る
歌
学
書
受
容

�

龍
谷
大
学
大
学
院
生　

東
野　

空

　

本
願
寺
第
三
代
覚
如
の
行
状
を
表
し
た
伝
記
に
は
、『
慕
帰
絵
』（
十
巻
、
西
本
願
寺
蔵
）
と
『
最
須
敬
重
絵
詞
』（
七
巻
、
た

だ
し
諸
本
三
・
四
巻
を
欠
く
、
以
下
、『
敬
重
絵
』）
が
あ
る
。『
慕
帰
絵
』
は
覚
如
が
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
に
没
し
た
後
、

約
九
ヶ
月
後
に
成
立
す
る
が
、
佐
々
木
（
二
〇
一
三
）
は
、
巻
五
第
三
段
目
の
歌
会
場
面
以
降
に
覚
如
の
和
歌
事
跡
が
列
挙
さ
れ
、

そ
れ
が
高
僧
伝
と
し
て
の
『
慕
帰
絵
』
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
『
敬
重
絵
』
は
覚
如
没
後
一
年
の
文
和
元
年
（
一

三
五
二
）
に
覚
如
の
門
弟
乗
専
が
著
し
た
が
、
和
歌
は
わ
ず
か
に
五
首
（
覚
如
詠
は
『
慕
帰
絵
』
と
共
通
す
る
四
首
の
み
）
が
巻

七
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
佐
々
木
、
石
井
二
〇
一
七
）。
こ
の
よ
う
に
『
慕
帰
絵
』
に
比
し
て
和
歌
の
扱
い
が
小
さ
い
『
敬

重
絵
』
で
あ
る
が
、
巻
七
第
二
十
五
段
に
記
さ
れ
る
歌
論
は
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
①
狂
言
綺
語
観
と
和
歌

の
歴
史
、
②
法
然
と
和
歌
、
③
歌
の
体
が
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、
覚
如
が
和
歌
を
詠
む
こ
と
の
必
然
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
①
は
歌
学
書
に
見
ら
れ
る
常
套
句
で
あ
る
と
さ
れ
、
③
は
『
沙
石
集
』
と
の
表
現
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
③

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
歌
学
書
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
序
文
を
持
つ
『
真
宗
仮
名

聖
教
関
典
録
』
で
は
、『
敬
重
絵
』
の
③
の
語
句
「
天
竺
ニ
ハ
梵
文
ヲ
モ
テ
言
ヲ
通
シ
等
」
に
つ
い
て
、「
家
隆
卿
ノ
心
所
詮
ト
イ

ヘ
ル
短
文
ニ
、
此
ニ
類
ス
ル
語
ア
リ
、
和
歌
灌
頂
秘
密
鈔
ニ
出
タ
リ
ト
イ
ヘ
リ
」
と
注
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
③
を
検
討
す
る
と
、

『
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
』
だ
け
で
な
く
『
和
歌
知
顕
集
』
や
為
顕
流
の
『
和
歌
古
今
灌
頂
巻
』
等
の
偽
書
と
の
類
似
性
も
見
出

だ
せ
そ
う
で
あ
る
。

　
『
敬
重
絵
』
は
、
南
北
朝
期
に
お
い
て
、
真
宗
の
側
が
偽
書
と
さ
れ
る
歌
学
書
を
摂
取
し
た
こ
と
が
分
か
る
一
例
で
あ
り
、
同

時
代
の
僧
侶
た
ち
の
和
歌
と
の
向
き
合
い
方
を
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
本
発
表
で
は
、『
敬
重
絵
』
の
和
歌
と
歌

論
の
考
察
か
ら
、
覚
如
が
和
歌
を
詠
む
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
仏
教
の
立
場
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た
か
を
考
え
た
い
。

− 6−



中
世
宗
像
の
能
―
宗
像
大
社
文
書
「
古
能
台
本
」
を
め
ぐ
っ
て

�

名
古
屋
高
等
学
校　

佐
藤　

和
道

　

宗
像
大
社
に
所
蔵
さ
れ
る
古
文
書
中
に
「
古
能
台
本
」
と
称
さ
れ
る
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
八
巻
文
書
第
六
巻
に
含
ま
れ
る

四
種
の
書
状
（
文
書
番
号
一
六
八
号
～
一
七
一
号
、『
宗
像
大
社
文
書
』
第
一
巻
、
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
発
行
、
一
九
九
二
年

所
収
）
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
一
連
の
能
の
詞
章
と
思
し
き
も
の
で
あ
る
。
表
面
は
、
宗
像
氏
及
び
そ
の
家
臣
に
諸
氏
か
ら
宛
て
た

書
状
で
、
年
号
の
記
載
は
な
い
が
、
宝
徳
元
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
紙
背
も
そ
れ
と
大
き
く
隔
た
ら
な
い
時

期
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
、
福
島
和
夫
氏
に
よ
り
、『
石
山
寺
縁
起
』
を
素
材
と
し
た
風
流
能
と
の
指
摘
が
あ
る
（『
宗
像
大
社
文
書
』

注
解
）。

　

古
来
、
宗
像
に
は
、
亀
石
大
夫
と
い
う
猿
楽
の
役
者
が
居
住
し
、
祭
礼
な
ど
に
勤
仕
し
て
い
た
。
ま
た
、
宗
像
神
社
の
神
事
を

記
録
し
た
『
応
安
神
事
次
第
』（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）
に
は
、
八
月
十
五
日
の
放
生
会
等
に
猿
楽
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
代
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
天
正
六
年
の
遷
宮
祭
礼
に
際
し
、
亀
石
大
夫
が
〈
翁
〉

と
〈
養
老
〉
以
下
十
番
の
能
を
演
じ
た
記
録
も
見
え
る
（「
宗
像
第
一
宮
置
札
」『
宗
像
大
社
文
書
』
第
四
巻
、
二
〇
一
五
年
所
収
）。

こ
れ
ら
の
点
を
考
え
れ
ば
、「
古
能
台
本
」
も
亀
石
大
夫
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
能
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

本
曲
は
、『
石
山
寺
縁
起
』
な
ど
に
見
え
る
東
大
寺
・
石
山
寺
創
建
説
話
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
番
外
曲
を
含
む
現
存
す

る
能
の
中
に
該
当
す
る
作
品
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
構
成
は
、
世
阿
弥
が
確
立
し
た
能
の
形
式
と
相
違
す
る
部

分
が
多
く
、
大
成
以
前
の
能
の
姿
を
う
か
が
う
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
史
料
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け

や
典
拠
と
な
っ
た
説
話
摂
取
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
室
町
中
期
以
降
の
西
国
に
お
け
る
能
楽
享
受
の
一
端
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
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撰
集
に
お
け
る
「
堀
河
院
御
時
」
の
受
容�

―
金
葉
・
千
載
・
新
勅
撰
―

�

相
愛
大
学
名
誉
教
授　

鈴
木　

徳
男

　
「
末
代
の
賢
王
」（
続
古
事
談
）
と
称
さ
れ
る
堀
河
天
皇
（
没
後
す
ぐ
の
追
号
に
よ
り
「
堀
河
院
」）
は
「
絃
管
歌
詠
之
遊
」
に

通
じ
（
中
右
記
）、
そ
の
時
代
は
、
音
楽
・
和
歌
の
両
面
で
文
化
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
七
月

一
九
日
、
二
九
歳
に
て
崩
御
、
在
位
二
一
年
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
二
〇
年
後
、
白
河
院
は
後
拾
遺
集
に
続
き
治
世
中
二
度
目
の
勅
撰

集
（
金
葉
集
）
撰
進
の
命
を
下
し
た
。
撰
者
源
俊
頼
は
、
堀
河
院
御
時
百
首
（
以
下
、
堀
河
百
首
）
か
ら
四
四
首
（
二
度
本
）
を
採
っ

て
い
る
。
巻
頭
の
詞
書
に
「
堀
河
院
の
御
時
百
首
歌
め
し
け
る
に
立
春
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る
」
と
あ
り
応
制
の
形
式
を
明
確
に

す
る
。
さ
ら
に
堀
河
院
御
時
を
重
視
し
て
当
代
の
詠
六
八
首
を
入
集
さ
せ
、
こ
の
時
代
を
和
歌
の
盛
時
と
位
置
づ
け
た
（
柏
木
由

夫
）。
俊
頼
の
閲
歴
に
照
ら
し
て
も
順
当
な
撰
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
葉
集
の
和
歌
史
観
は
俊
成
に
引
き
継
が
れ
、
千

載
集
で
は
仮
名
序
に
「
白
河
の
御
世
に
は
後
拾
遺
を
勅
せ
し
め
、
堀
河
の
先
帝
は
も
も
ち
の
歌
を
た
て
ま
つ
ら
し
め
た
ま
へ
り
」

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
百
首
は
勅
撰
集
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
千
載
集
は
堀
河
百
首
か
ら
七
七
首
を
採
っ
て
お
り
、
う
ち
一
七

首
が
俊
頼
詠
で
あ
る
の
は
百
首
に
限
ら
ず
全
体
に
み
ら
れ
る
俊
頼
称
揚
の
意
図
も
働
く
。
た
だ
し
『
古
来
風
体
抄
』
は
金
葉
集

を
「
少
し
時
の
花
を
か
ざ
す
心
の
進
み
に
け
る
に
や
、
当
時
の
人
の
み
初
め
よ
り
続
き
立
ち
た
る
や
う
に
て
、
少
し
い
か
に
ぞ
見

え
侍
る
な
る
べ
し
」
と
評
す
る
。
こ
う
し
た
和
歌
史
観
に
基
づ
き
、
堀
河
院
御
時
を
撰
集
に
取
り
こ
む
方
法
は
、
詞
花
集
や
続
詞

花
集
な
ど
の
六
条
藤
家
の
撰
集
に
は
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
。
と
り
わ
け
成
立
が
近
接
し
、
選
歌
範
囲
な
ど
規
模
が
類
似
す
る

続
詞
花
集
と
比
べ
、
千
載
集
の
特
色
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
御
子
左
家
の
伝
統
と
し
て
、
堀
河
院
御
時
を
尊
重
す
る
態
度
は
、

定
家
の
新
勅
撰
集
に
も
形
を
か
え
て
認
め
ら
れ
る
。「
堀
河
院
御
時
」
の
受
容
は
、
撰
集
資
料
の
扱
い
の
違
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、

和
歌
史
観
と
し
て
、
撰
集
の
上
に
顕
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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